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ヴィクトリア時代の広告
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(1) 課税撤廃後の新聞の激増
(2) 新聞の大衆化ー一「ノースクリッフ革命」
(3) 19世紀の新聞広告
3 広告代理店の発展
(1) 広告代理店の生誕
(2) イギリス近代広告業のパイオニアーーチャールズ・ミッチェル
(3) 1暉紀の広告代理店
(4) 大手代理店の顧客
4 大広告主-19世紀末
序
進歩と繁栄のムードに包まれたヴィクトリア盛期(19世紀第3四半期）はレッセ
フェールを謳歌し，自由競争を基調とする時期であり，資本主義が最も典型的
な姿を示した時期とされている。ロンドンで世界最初の万国博覧会が開かれた
1851年は，この黄金時代の幕開きの年であり， 「大博覧会」のモニュメントと
なった水晶宮（クリスタル・バレス）の偉容は「世界の工場」のシンボルとして知
られている。その年までに鉄道幹線はすでに建設され，バック旅行，団体旅行
の創始者トマス・クックは会期中， 16万人以上の見物客をロンドンに送り込ん
でいたD。
イギリスにおける「近代広告業のパイオニア」となったチャールズ・ミッチ
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ェルがロンドンで広告代理店(advertisingagent)を開業したのは1836年，広告
人の鑑として，ギルドホールに集った 200人の新聞人から輝かしい業績を称揚
されたのが，ちょうど万国博の年であった。（アメリカでもほぼ同じで，最初の広
告代理店の創業は1842年頃であった。その頃ペンシルバニアの法律家の息子 V.B. パー
マーがフィラデルフィアで不動産・石炭販売業のかたわら代理店の開業を宣言しており，
184吟代の末にはそれを本業としていた丸）
ヴィクトリア盛期は中産階級の膨張期であった。 1851年と1871年の納税者分
析によると，年収200ポンドを超える者はこの20年間に全体で95彩増加してい
るが，このうち1000ポンドを超える上流階級の伸びが60彩にとどまったのに対
して， 200~1000ポンドの中産階級は 98彩と大幅な増加を示している。同様の
傾向はまた中産階級のステイクスを示す家事使用人の増加 (1851年130万， 1871年
180万）にも現われている3)。 ヴィクトリア時代の広告主にとって，関心の主た
る対象は膨張する豊かな中産階級であって，購買力の乏しい勤労大衆にまでは
及ばなかった。中産階級に根強く残るビューリクン的節倹の美風も，都市社会
に特有の競争意識と，それを助長した広告の魔術によってしだいに衰退し，ぃ
つしか消えていった。
「ヴィクトリア朝の繁栄」期につづく世紀末には同質的なマス・マーケット
の成立をみた4)。 それをもたらした要因としては，世紀末四半世紀の低物価に
よる実質賃銀の大幅な上昇，そこから生じる選択的消費支出のゆとり，交通通
信網の発展，人口の都市集中 (1881-67.9彩， 1901-79%),急速な都市化に伴うラ
イフスタイルの変化などが考えられる。都市化が早かった点ではアメリカと対
象的である。マス・マーケットの形成を反映して，古典的産業革命がほとんど波
及しなかった消費財産業の部門に工場制が導入され，石鹸，タバコ，食品のよ
うな日用品の大量産生が始まり，サービス産業部門でもさまざまのレジャー産
業が栄えた。消費財のマス・マーケットが成立すると，大企業は大衆を動員す
るための手段として，従来のポスター，ビラ，看板のほか，マス・メディア（新
聞・雑誌）による大量広告が必要となるが，多額の広告費を投じて各家庭に浸
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透させたブランド名は，財産権として商標（トレード・マーク)法(1875)の保護を
うけることになる。
ヴィクトリア時代(1837～1901）は新聞の時代といわれるが，新聞経営を支え
たのは広告収入であった。中産階級を主たる読者とした新聞は，教育法(1870）
以降の識字率の向上と相まって読者層を拡げ，世紀末には安くて面白い大衆新
聞の時代を迎える。1896年に創刊された半ペニーの『デイリー・メイル』の大
成功はその象徴で，初期の読者はホワイトカラーなど中産階級の下層と労働者
階級の上層であった。
近代広告産業の確立は両大戦間期とされているが，その足場が築かれたのは
19世紀後期，とりわけ1880年代,90年代であった5)｡世紀末における大衆のゆた
かさは，観光公害がナショナル・ トラスト（1895)を，屋外広告の氾乱による視
覚公害がSCAPA(広告公害防止協会,1893)を生んだことにもみられる｡そのゆた
かさはまた需要の伸びを上回る消費財の大量生産体制をもたらし，それに伴う
マス･マーケティングの必要から新聞広告,大量広告が広まり，同時にそれを扱
う広告業が育っていくことになる。広告効果の測定はむつかしい。しかし世紀
が替わる頃には企業にとっては市場を広げるにも守備するにも，広告は不可欠
の存在になっており,広告業はれっきとした一つの産業になっていたのである。
1 広告税・新聞税の撤廃
産業革命につづくがイクトリア朝初期(1830年代～1850)は，自由主義的な改革
の時代であった。産業革命をリードした企業家層を中心とする中産階級は，商
業会議所その他の圧力団体を結成して，政策の形成に重要な影響力をもつよう
になる。たとえば1832年の第1次選挙法の改正によって中産階級は参政権を獲
得し，地主貴族寡頭制を打破したし，マンチェスターを中心にコブデン，ブラ
イトをリーダーとする反穀物法同盟の運動は1846年には穀物法に，つづいて
1849年には航海条例にも終止符を打って，自由貿易制度の確立をもたらした。
一方，産業革命とともに成長してきた労働者階級もまた政治的改革を求めた。
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人民憲章(1838)を旗印にしたチャーティストは成年男子普通選挙権を要求し
て， 1848年まで 3度にわたって議会への請願を繰り返した。チャーティスト運
動はその目的を達成しなかったが，それは労働者階級による史上最初の大規模
な政治運動であった。政府の言論統制に抵抗し，コミュニケーションの自由を
求めた広告税・新聞税の撤廃運動も，選挙法改正や自由貿易運動と同様，自由
主義的改革運動の一環をなすものであった。そのことは，選挙制度の改革を推
進したフランシス・プレース (1771~1854)や自由貿易の闘士コプデン，プライ
トが広告税，新聞税撤廃の強力な推進者であったことからも明らかである。
1712年からイギリス議会は財政収入と言論統制のため，新聞やバンフレット
に対して 1シートにつき 1ペニーのスタンプ税，新聞広告については 1件 1シ
リングの広告税，そして用紙に対して 1連につき国産紙で4ペンス，輸入紙で
は1シリングの用紙税を課していたが，税率はしだいに引き上げられて1815~
36年の間には最高になっていた（表1)。経済発展に伴う新聞や新聞広告に対す
る需要の増加，蒸気力の導入による印刷技術や交通手段の進歩に逆行する課税
の強化が新聞社主の反感を高めたことはいうまでもない。彼らはこれらの課税
をセンセーショナルに「知識課税」 (taxeson .knowledge)と呼び， 自由主義的
な政治改革の風潮に乗って抵抗を強めていた6)。広告税についてはあの手この
手の脱税行為があったことはいうまでもない。取る方と取られる方との知恵較
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新聞スタンプ税
1789-97 . ・2d. 
表1 新聞税の推移 (1800年以降）
広告税
(1件につき）
1797-1815…3.l.d. 
1815-36 …4:.(正味3合d.)
1789-97・.. 2s. 6d. 
1797-1815 .・3S. Od. 
1815-33 . ,3s. 6d. 
1833-53…ls. 6d. 1836-55 . ・ld. 
1855 撤廃 1853 . ・撤廃
用紙税
(1ボンド当り
1803-36・ ・ 3d. 
1836-61・・・1 .1 2 d.
1861 . 撤廃
（出所） A. P. Wadsworth, Newspaper Circulations, 1800-1954, 
Transactions of Manchester Statistical Society, 9th March 1954. 
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ベである。ニュース記事か広告かを判定するのは印紙局(スタンプ・オフィス）の
職員の仕事であったが，彼らは判定に必要な情報をもっていなかった。したが
って見落しも多く， 1826年の議会における当局の証言によれば，年間2万ポン
ドの徴収洩れがあっただろうと推定されている。 2万ポンドといえば広告件数
にして11万4,000件,全体の約12%にあたる。他方，当局の判定を不満とする新
聞側の不服も絶えなかった7)。スタンプ税に対してはあからさまな抵抗がなさ
れた。スタンプの押されていない非合法新聞の発行もその一つである。 1830年
代には急進派が労働者を対象に発行した(広告のない）安価な非合法新聞の数は
『プーアマンズ・ガーディアン』をはじめ200種を超え，ロンドン治安判事裁
判所で処罰された件数も1,100件に上った。その中にはチャーティスト運動の
代表的なリーダーの名がみられる。たとえば『プーアマンズ・ガーディアン』
(凡0γ肋"'sG"γ伽〃1831～35)であるが，その発行者ヘンリー・ヘザリント
ン，彼の協力者で同紙の編集者ブロンテア・オブライエン， 『ノーザン・スタ
ー』（肋γ幼""Srαγ)の編集者ジュリアン・ハーニーなどがそうで,彼らはいず
れも新聞税撤廃の闘士であった。
有力なチャーティストの支援を含む幅広い改革運動の結果，1833年に広告税
は1シリング6ペンスに引き下げられ，1836年にはスタンプ税も1ペニーに減
税された。税体系が間接税から直接税へ移行する中で，穀物法撤廃のキャンペ
ーンは1846年に大成功を収めた。その後，コブデン，ブライトは1851年に結成
されたトマス・ミルナー･ギブソン（1806～84)を会長とする「知識課税撤廃推進
協会」 (theAssociaiticnforthePromotionoftheRepealoftheTaxesonKno-
wledge)の議会活動を積極的に後援し,1853年の広告税,1855年のスタンプ税
の撤廃にも大きな役割を果たすことになる。
広告税はどのように不合理か，新聞広告に対する課税はどのように不公平，
不平等であるか，ギブソンは議会で次のように主張し，大蔵大臣にその撤廃を
迫った。以下は1853年4月の下院議事録からの抜粋である8)。
①広告(アナウンスメント）をロで喋ると税金はかからない。叫び屋（ベルを鳴
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らして触れ歩く「ベルマン」）を雇ったり，広告車，宣伝車を使う場合も無税であ
る。ところが紙に印刷して頻繁に，定期的に広告すると間接税担当官によって
1枚につき 1シリング6ペンスの税がとられる。誰しも税金はとられたくない
から新聞に広告しない。（新聞は広告収入に大きく依存しているから）結局，新聞の
成長が妨害されることになる。
②お互いが欲しいものを相互に情報交換できるということは社会生活に不可
欠の要素で，それは人間のあらゆる進歩発展の基礎であり，あらゆる商取引の
基礎をなしている。課税によっで情報交換をを制約することは許し難いことで
ある。
③貧しいメイドさんが勤め口を探すために新聞広告を出すと，上院の貴族が
田舎の広大な所有地の売却を広告するのと同様の重税を国庫に納めなければな
らない。これは甚々しい不平等ではなかろうか。
④広告税はわずかの税収をあげるために，一国にとって最大の利益を犠牲に
する近視眼的政策というべきで，広告が生み出すかも知れない造かに大きな税
収源を自らの手で潰すことになる。
⑥法規によれば，広告は書籍に掲載される場合も，定期刊行物の場合と同様
に課税されることになっているが，法規通り実施されていない。現に書籍は広
告を載せているが広告税はとらていない。本と新聞とのかような差別扱いは不
当である。
⑥不当な差別扱いは 2年前の「大博覧会」の公式カタログについてもいえ
る。 1シリングを払って実に多くの人びとがカタログを手にしたが，あの中に
は53ページに及ぶ広告ページがついていた。しかし広告税を支払った広告は一
つもない。
⑦何千人もの人びとに行きわたる広告をするのにカタログ広告は最も有効な
方法である。さらに新たに「水晶宮」が開かれる場合には，カタログにはあら
ゆる事物が満載され，広告税を納めていない数百ページの大広告が載ることは
必至である。ところが目下苦闘の新聞社主にはお気の毒なことに，内国税収入
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局による厳しい徴税をうけることなしには一片の広告たりとも載せられないの
である。
⑧一方の広告には税が免除され，新聞広告には課税されるというのは不公平
ではないか。 1850年にイギリスの鉄道は 6,000万人を運んだが，この危大な乗
客は広告宣伝にとっては恰好の対象である。したがって鉄道の駅や車内には広
告（ボスター，ビラ）が溢れているが，あれには税金がかかっていない。なぜ新聞
広告にはかかるのか。広告税は理に合わない「不公平な税」 (unjusttax)であ
り「不平等な税」 (unequaltax)というべきである。
知識課税撤廃推進協会を中心とした，議会内外からする執擁かつ巧妙なキャ
ンペーンが実を結び，グラッドストーン財政のもと，まず広告税が53年に廃止
されたのに続いて， 55年にはスタンプ税， 61年には用紙税が廃止された。知識
課税が撤廃され，長年新聞の普及を阻んできた障害が除去されたことにっよ
て，中産階級下層や労働者階級にも購読できる，安価な大衆新聞時代への展望
が開けてきた。
2 広告メディアとしての新聞
(1) 課税撤廃後の新聞の激増
スタンプ税の撤諾は新聞の飛躍的発展期の開始を告げる号砲であった（表2)。
それから1864年までに日刊紙の発行部数はロンドンで248,000,地方で263,000,
合計511,000に伸び，連合王国全体では687,000部に達した。他方，週刊紙の部数
はロンドンで2,263,000,連合王国の他の地域で3,907,000,全体では6,170,000
部を数えた。こんな急成長は第 1次大戦までみられなかったが，個別の新聞では
同じような急成長を続けたものもあった。たとえば『デイリー・テレグラフ」
は1856年には日刊27,000部であったが， 1880年には 300,000部になっており，
『ロイズ・ウィークリー』は1896年には100万部，『デイリー・メイル」もボー
ア戦争中(1899-1902)は同じく 100万部を発行していたといわれている。当時，
100万部という発行部数は世界最大であった。特に地方では新聞の創刊ラッシ
23 
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表2 ロンドンの日刊紙1870
204
推定発行部数
?????????????????? ???
デイリー・クロニクル
デイリー・ニューズ
デイリー･テレグラフ
モーニング・アドヴァタイザー
タイムズ
モーニング・ポスト
スタンダード
エコー
イヴニング・スタンダード
ポールモール・ガゼット
サ ン
グローブ
■■■■■■■■
1d
1d
3d
3d
3d
1d
90,000
190,000
6,000
63，000
3,500
140,000
80,000
8，000
7，000
????
1d
2d
4d
1d
(備考）朝刊7紙（デイリー・クロニクル以下）
夕刊5紙（エコー以下）
(出所)D.Read,aZg〃"α1868-1914,1979,P､92.
1が続き1854-1864年の間に日刊紙は5紙から52紙に急増し，1889年には52の
朝刊紙と77の夕刊紙が刊行されていた。さらに注目すべきはスタンプ税廃止か
ら5年以内に，従来，新聞が発行されていなかった102の地方都市で120の新
聞が刊行されていたという事実である。同じ傾向は雑誌の世界でもおこった。
1846年に女性誌は4誌にすぎなかったが，1900年には50誌を数えていた9)｡
以上のような発行部数の著しい増大は新聞の読者層が下層中産階級へ， さら
に労働者階級へと拡大していたからであり，大衆紙が広まり新聞が大衆化する
ことは，広告メディアとしての新聞の価値を一層高めることになる。
スタンプ税が1855年に廃止され，1ペニーの朝刊紙が現われても， まだ大部
分の労働者にとっては，それを買うカネも，読むヒマも無いというのが実情で
あった。労働者向けに半ペニーの夕刊紙， 日刊紙の刊行があちこちで試みられ
24
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たが失敗も少くない。 1855年にリヴァプールでは半ペニーの夕刊紙『イヴェン
ト』が「百万人の日刊紙」を目指したが失敗に終わっている。当時の労働者階
級を引きつけたのは，むしろ適度のお色気，暴力， ミステリー，犯罪などを売
物にした『ロイズ・ウィークリー・ニューズ』や『レノルズ・ニューズ』のよ
うな週1回のサンデー・ペーパーであったが， イギリス大衆紙の真の元祖は
そうした安くて，しかも大衆の興味をそそる日曜新聞であったといわれてい
る10)。1896年5月4日，ハームスワース (1865-1922)によって創刊され，大衆
日刊紙の元祖となった，かの『デイリー・メイル』もそうで，半ペニーという
安さと，娯楽性一連載小説，賞金つきクイズ，政界社交界のゴシップ，女性
向け家庭面—が成功の重要な要因をなしていた。
(2) 新聞の大衆化ー「ノ＿スクリッフ革命」
19世紀後期，とりわけ末期のイギリスは，大衆を巻き込んだレジャー革命の
時代であった。都市の勤労大衆の生活のゆとりは，酒とコミックソングで一世
を風靡したミュージックホール（寄席）の盛況，三文小説の流行， 日帰りの行楽
列車，海辺のホリデーを楽しむ夏のリゾート，土曜の午後のプロフットボール
観戦などにみられる。半ペニーの大衆新聞もそうした余暇時代の訪れが生んだ
一つのレジャー産業であった11)。1881年の標準的な都市労働者の 1日の生計費
推計(J.バーネット）によると「娯楽と教育費」が7%を占めており，「休日と娯
楽の要求」はすでに社会のあらゆる階層に共通して増大していたのである（表
3)。 こうした大衆の生活水準の向上とニーズに応えて， 娯楽性のゆたかな大
衆新聞の時代を切り拓いたのがハームスワース，のちのノースクリッフ卿(Lord
Northcriffe)であった。
ハームスワース12)は1856年，アイルランドのダプリン近くで生まれた。 14人
の子の長子，父は元教師でのちに弁護士をしていた。 16歳で学校を卒業する頃
から，すでに幾つものロンドンの新聞に寄稿し，フリーランサーのジャーナリ
ストとして稼いでおり， 1886年，サイクリングの大流行の波に乗って，コベン
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表3 都市労働者の1人1日あたりの支出推計 (1881年）
た1ペ日り支ン1人出スあ
（） I I 
1日支1人出あ
た（ペりンス）
パン 1.41 木綿 0.58 
馬鈴薯 0.64 羊毛 1.18 
野菜 0.32 リンネル 0.14 
肉 1. 87 ミルク 0.32 
魚 0.26 皮革 0.44 
バター，チーズ 0.67 衣類合計 2.66 16.8彩
ミルクと卵 0.78 家賃 1. 44 
果物 0.19 家具 0.20 
暉 0.50 石炭 0.29 
茶 0.29 ガス 0.25 
コーヒー等 0.05 水道 0.09 
ビー ル 1. 4 住居費合計 2.27 13.9彩
蒸溜酒 0.75 
ワイン 0.16 娯楽と教育 1.33 7% 
飲食物合計 9.60 56.9% 税金 0.89 5.4% 
支出合計 16.63 100 
（出典） Johnn Burnett, A History of t加 Costof Living, pp. 258-9, 
原 剛『19世紀末英国における労働者階級の生活状態』 1988,p. 
189. 
トリーの『バイシクリング・ニューズ紙」の編集長に迎えられる。 1888年 6月，
週刊紙『アンサーズ・トゥ・コレスポンデンツ」を創刊，年末までに48,000部
を売り， 1,097ポンドの収益をあげていた。同紙の中味は他の新聞雑誌や百科
辞典から取材した，いわば雑多な情報の山で，とりわけクイズや懸賞が人気の
的であった。たとえば1889年末に，ある日の午後のイングランド銀行の金銀貨
現在高を当てた者に生涯週 1ポンドの賞金を贈ると発表した。企画は大当りで
75万通の応募が殺到し，その返答を出すのにてんてこまいしたが，お蔭で『ア
ンサーズ」の売り上げは一挙に跳ね上がったという。 1890年には子供向け漫画
誌『コミック・カッツ」を創刊，間もなく30万部を出す。続いて女性誌「ホー
ム・スウィート・ホーム』などを発刊，各誌合わせた発行高は週150万部に達し
た。 1893年 6月，資本金275,000ポンドの公募株式会社アンサーズ社 (Answers
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Ltd.) を設立，その後ロンドンの夕刊紙を買収して，日刊紙への進出を決意す
る。経理・ 財務に堪能な弟ハロルド（のちのロザミア卿）と組んでスクッフを充
実，最新鋭の印刷機と電信電話機を整備し， 1896年5月「デイリー・メイル』
を創刊(1898年資本金20万ボンドの私会社），約40万部を売る輝かしいスタートを切
る。発行部数は 3年以内に50万部を， 4年以内に70万部を超え，半ペニーの日
刊紙市場を独占するが，間もなく勃発したボーア戦争 (1899-1902)がこれに拍
車をかけ，一時は 100万部を突破して，世界最大の発行部数を誇った。この成
功によってハームスワース兄弟はイギリス新聞界に不動の地位を築き， 1908年
には伝統の高級紙『タイムズ』の経営危機を救って，その支配権を獲得するに
至った。
『デイリー・メイル』の大成功にみられる大衆紙の発展が， ジャーナリス
ト，編集者としてのハームスワース自身の非凡な才能と弟の俊敏なビジネスマ
ンとしての商オに負うことはいうまでもないが，同時に新聞をとり巻く社会経
済的環境が有利に変化していた点も見落してはならない。すでに指摘したよう
に，スタンプ税が廃止された1850年代には，労働者の多くは未だ 1ペンスの新
聞を買う家計のゆとりもなければ読む暇もなかった。ところが，それから世紀
末までに，大量迅速な印刷技術の革新によって新聞そのものが安くなって半ぺ
ニーになり，他方で，労働者の実質賃銀は世紀末までの半世紀間に約80彩上昇
した。ここで注目すべきはこの著しい上昇が，主として世紀末四半世紀の低物
価時代におこっている事実である（表4)。・ 時間的ゆとりはどうか。 1850年のエ
表4 実質賃銀の推移 1950-1900 
貨幣(%賃)銀 物価（％・家）賃 実質（彩賃）銀
1850-4 to 1873-7 +41 +11 +32 
1873-7 to 1880-4 -4 -7 +3 
1880-4 to 1900-2 +21 -8 +32 
1873-7 to 1900-2 +17 -14 +36 
1850-4 to 1900-2 +70 -5 +so 
（出所） Read, op. 磁， p.224.
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場法で繊維工場では土曜日が半休，つまり週5日半労働になり， 1日10時間半，
土曜日 7時間半になった。土曜半休はその後しだいに普及して1890年代にはほ
とんどの業界に定着していた。産業革命の時代に極端に少くなっていた休日も
1871年の銀行休日法によって増加した。しかし新聞を読む暇という点では， 1 
日の労働時間の短縮がいっそう重要である。産業革命期には労働条件のよい綿
工場でも週72時間労働であったのが，工場法の規制によって1850年以降は60時
間， 1874年には56時間， 1880年代には54時間になり， 1914年までには組合をも
つ熟練労働者は52時間が標準になっていた13)。
大衆紙の発展を推進した他の要因は，民衆教育の普及である。新聞がらくに
買えるようになっても，それが読めなければ新聞の大衆化はありえない。この
視点からすれば大衆紙の発展も大衆広告の成長も，初等教育の普及がもたらし
た「静かな社会革命」の一面であったといえる14)。1867年に選挙法が改正され
て，都市の労働者に選挙権が与えられたとき，彼らのおそらく半数は学校教育
100 
90 
80 
~_~ ?ー ?
????
(i() 
50 
0 l321 
I 20-i 
辿
~ 
20-1 15-!) 
~ 
18:it)-74 1879-!M 18!l!l-Hll-l 
図1 識字率の向上と世代差 1859-1914 
（出所） David Vincent, Literacy and Popular Culture, Eng/a叫
1750-1914, 1989, p. 27. 
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をうけていなかったし，婚姻届をした男女の 5分の 1以上が文字が書けないた
めに記号でサインをしたという。このような大衆教育のおくれは健全な民主主
義を育てるためにも，産業発展にとっても重大な障害になる。この自覚と反省
の下に生まれたのが， 1870年の初等教育法（フォースター法）であった。その後，
義務教育の無償，就学の強制，学校の増設，教員の養成，数育庁の設置等さま
ざまの改革が進められた結果，初等教育は目覚ましい普及をとげ，世代間のギ
ャップもしだいに縮まっていった（図1)。ロンドンでは1891年に25~55歳の年
令層で学校教育をうけた者は23%にすぎなかったが， 1911年には78%に増加し
たし，北部の港町ミドルズプラでも1907年には，労働者の 4分の 1以上が新聞
と本を，おそらく 2分の 1が新聞を読んでおり，残り 4分の 1が何も読んでい
なかったという。
C 3) 19世紀の新聞広告
広告の増加—-19世紀を通じて新聞広告は増加するが，世紀半ばの広告税と
スタンプ税の撤廃(1853年， 1855年）を契機に世紀後半になると，この傾向は一段
と急速になる。
イギリスの新聞広告費支出は， 19世紀前期の半世紀に 3倍以上に増加したこ
とは，まず確実であろう。年々の新聞広告費支出は年間の新聞広告件数に 1件
当たりの平均コストを乗じた額になるが， 幸い年間の新聞広告件数について
は，内国税収入報告書(1849)の政府統計（図2)から分かる。すでに述べたよう
に， 1853年まで新聞広告は課税の対象になっていたからである。一方， 1件当
たりの広告コストについては『スコッツマン』紙の編集者の推計が手懸りを与
えてくれる。彼によれば新聞広告の95彩は「短い」広告で， 1833年までは 1件
当たりの平均は 6シリング，それ以降は 5シリングであった。長い広告につい
ては全体の 5形増し見当になるという 15)。表5の新聞広告費全国推計は，以上
のデータに基づいて算出されたものである。これらの統計表によって1800年と
1848年を比較すると，新聞広告の総件数では51万件から190万件に，約3.7倍に
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図2 新聞広告の増加 1800-1848 
（備考） 1830年減税 (3s.6d.→ 1s.6d.) 
（資料） T. R. Nevett, Advertising in Britain, A History, 1982, 
pp. 26-27. 
表5 新聞広告費全国推計 1800-1848 
1800£160, 960 
1810 270,030 
1820 252,340 
1830 283,470 
1848 499,360 
（出所） Nevett, Advertising, 
p. 28. 
増えており，金額では 16万ポンドから 50万ポンドに約 3倍の伸びになってい
る。
19世紀後半はどうか。この時期がイギリスの新聞広告費の激増期であったこ
とは，新聞の数と発行部数，広告スペースの増大，企業側の広告予算の増加，
家庭用品や食品のブランド化等から容易に察知できるが，全体の規模を把える
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表6 全国広告費支出推計額 1855-1900 
GNP(£100万） 広(告GN費Pの比割）合 広(告£費100支万）出
1855 642 0.15 1.00 
1865 846 0.25 2.11 
1875 1,136 0.35 3.98 
1885 1,120 0.45 5.04 
1895 1,459 0.55 8.02 
1900 1,783 0.60 10.07 
211 
（備考） 1855年の広告費を£100万， 1碑三間の伸び率を0.1彩と仮定。
GNPは C.H. Feinsteinの推計値
（出所） Nevett, T. 加 Developmentof Commercial Advertising in 
Britain 1800-1914, 1979 (unpublished thesis) p. 165. 
ことはできない。イギリスの新聞が信頼しうる発行部数を公表するようになる
のは 20世紀に入ってからである。因みに， 広告業界の大御所サー・ウィリア
ム・クローフォード (1878-1950)の見積りによれば，イギリスでは1906年には
1,500万ボンド， 1913年には2,500万ボンドの新聞広告費が支出されていたとい
?? っ
ここで新聞以外の，雑誌，ポスター，交通広告，チラシ等を含めて，全広告
メディアを合計した広告費のスケールについてふれておくと， 19世紀半ばでは
前記の新聞広告費約 50万ポンドからして年間約 100万ポンド程度でなかったか
といわれている。実際，広告費の統計のとり方はむつかしい。自家媒体広告に
ついての統計はないし，「広告費」 (advertisingexpenditure)といっても，いっ
たいどこまで広告費に算入するのか， 範囲のとり方しだいで数字は大幅に違
ってくるだろう。ここに紹介する統計（表6)も，ごく大ざっぱなものにすぎな
いが，大勢を知る上に少しは役立つかもしれない。
広告の内容—新聞広告も 19世紀の社会生活の変化を反映して，常に新しい
広告主の登場がみられ，広告の規模も時とともに成長した。世紀前半，各地の
有力紙には競売人，出版社，小売商，医薬品業者による広告のほか，法規や役
所の公示広告，求人，不動産取引の広告が目立って多い。図 3は1810-1855年
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図3 新聞広告の内容 1810-1855 
?
10 15 
。???
? ? ?
競売 16 
小売 13.6 
公告・公示 11.7 
出版
求人
不動産
医薬，',i
? ?．??
7 .,I
教育
会社通知
海述
（備考）分析の対象は「モー ニング・クロハクル」（ロンドン）『スタム
フォー ド・マー キュリ』（リンカンシャー ），『フェリックス・
ファーリーズ・ジャーナル」（ブリストル），『ニューカッスル
・クロニクル」（ニュー カッスル）の4紙の1810-1855年の特
定の年月分。
（資料出所） Nevett, op. cit., unpublished thesis, p. 34. 
の間に発行されたロンドンと地方の有力 4紙の広告欄を対象にしたネヴェット
氏による分析の結果から，上位10群を選んでグラフ化したもので，ある程度全
国的な傾向を知ることができる。図4はそれら 4紙のうちロンドンを代表する
『モーニング・クロニクル」の1810年， 1825年， 1840年， 1855年の 7月と11月
の広告統計の上位10群で，ここでは小売，出版，競売の 3つが抜群に多いこと
と，娯楽・レジャー関連の多い点が目を引く。特に注目したいのは，この 2つ
の図の中で「小売」がロンドンではトップ，全国的には2位を占めていること
である。ここでは分類上のカテゴリは「小売」となっているが，実際には製造
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図4 ロンドンの新聞広告（『モー ニング・クロニクル』）の内容 1810-1855 
? ?
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小売
出版物
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公告・公示l 15.2 
会社通知
医薬品
海述
慈普事業
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17.1 
（資料出所） Nevett, op. cit., unpublished thesis, p. 34. 
業者，卸売業者，小売業者の区別はあいまいであるという。いずれにしても18
世紀半ばのロンドンの新聞広告16)と比べて明らかな違いは，消費財の広告が激
増した点で，われわれはここに産業革命の反映を読みとることができる。たと
えば1825年の時点で『モーニング・クロニクル」が読者に訴えた消費財は，書
籍，雑誌，医薬品以外ではどんなものがあったか。それは男女の流行の衣服，
馬具，銃，キジおよび鳥籠， ビアノ，アイスペール（ぶどう酒を冷やす氷桶），家
具それにロジウムペンのような新商品等， 富裕な中産階級向けのものであっ
た。
ところが1870年代以降になると労働者階級の生活水準の向上を反映して，広
告欄の消費財も量産された実用品一ーたとえば洗濯用・台所用の洗剤やソー
ス，薬味，牛肉エキスのような食品—が増えてくる。そして1880年代には家
具の割賦販売，男子用既製服，女性向けの型紙やミシンが，さらに20世紀初頭
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の大衆紙にはソフトドリンク，チョコレートや菓子類，タバコ，カーペット，
薬品，大規模小売店とりわけ百貨店， 鉄道旅行の広告が目立つようになる。
1909年の『タイムズ』によれば，「さまざまの重要商品の多くが今日では特定
のブランド名の広告を通じて売り出されており」， 世紀末期に開発された「タ
イプライター，万年筆，計算機， ビアノプレイアー，蓄音器，カメラ，安全力
ミソリ，特許書架，自動車」などの新商品も広告欄を賑わしていたという 17)。
広告収入の重要性—新聞の主な収入源は販売収入と広告収入である。広告
収入は19世紀の新聞経営にとって極めて重要になっており，広告集めの能力が
新聞経営の成否を左右していたといっても言い過ぎではない。 19批紀前期，ま
だ重い広告税を負担していた時代から，新聞は広告収入に依存しており，稀に
は『ウエスト・サセックス・ガセット』 (1853年創刊）のように，全面的に広告収
入に依存する無料配布の新聞すらみられた。広告収入の重要性について，例え
ばコベットは「実際のところ，広告収入がなく，有料の広告文を入れなかった
ら，日刊紙の存続はありえなかった」 (1809)といっており，経済学者のマカロ
ックも同様に「広告は新聞の大きな収益源になっており，それ無くしては最大
の発行部数をもつ新聞といえども， 多額の経費をまかなうことはできなかっ
た」 (1834)といっている。また1836年，チャールズ・ナイトの試算によると，
12,000部を発行している大手の日刊紙でも新聞の売り上げはただコストをまか
なうだけで，利益はもっぱら広告収入に頼っていたという 18)0 
広告収入が重要な時代に， それを軽視したために経営難に陥った例として
は，世紀末期の『タイムズ』のケースが有名である。新聞界に君臨してきた
『タイムズ』は，広告に対しても伝統的に高圧的な姿勢を崩さなかった。『タ
イムズ』が広告の注文を受けるさい，掲載日であれ，場所であれ，何らかの条
件をつけて受注する慣行はなかった。それでも同紙の発行部数の大きさと名声
にひかれて大量の広告注文が集中した。 1860年9月，ある幹部の語るところに
よれば，例年この時期は山積みになる注文が悩みの種で，「毎日平均 60コラム
分の広告が超過分として残っており，その分量は優にもう一つの『タイムズ』
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を出せるほどであった。したがって広告主は掲載まで 1週間以上待たされるこ
ともしばしばで，広告主にとっては大きな損失であり不満であった」19)という。
しかし過去の栄光の上にあぐらをかいた『タイムズ』の商法は，やがて崩れ去
る日がやってきた。他紙との競争に敗れ，販売部数の少ない『タイムズ』は経
営危機に陥り，ついに1893年，広告に消極的な旧来の経営方針から積極策に転
換せざるをえなくなった。『タイムズ」ではこの年から， 広告面を売り込むた
めに 2人の外交員が配置されることになる。
広告ページ数で新聞経営の成否が判断されるようになった19世紀後期，広告
が紙面に占める割合はどの程度であったか。 1886年， 『デイリーテレグラフ』
が49鍬『スクンダード』 51彩，『タイムズ」 49%,『スコッツマン』 40.5彩，
『スコティッシュ・ニューズ』 26.5lヽであった。 A.J. リーによれば，一般化
することはできないがと断った上で， 1860年代， 1870代の地方の小新聞の場
合，広告収入が全収入の1/2ないし％を占めていたが，％以下に低下すると，ぉ
そらく大部分の新聞の経営は破綻しただろうという 20)0 
ところで新聞の広告料21)は，どうなっていたのだろうか。当時はどの新聞も
広告料を企業秘密としていたため，広告料を示す資料は極めて乏しい。 1824年
の資料によると，広告 1件の平均コストは，ロンドンでは 6シリング，地方で
は5シリングになっていた。この中には広告税（当時は3シリング6ペンス）が含
まれていたので，それを別にすると，それぞれ2シリング 6ペンス， 1シリン
グ6ペンスになる（広告税は1833年に減税されて1シリング6ベンスになるが，それに
しても如何に重税であったか，なぜイギリスの広告料が大陸諸国より遥かに高かったかが
分かるであろう）。 10年後の1834年，マカロックの例の「商業辞典』の広告の項に
よると「新聞にのる通常の長さの広告料が（税別で） 3シリングまたは 4シリン
グを越えることは稀である」とあり， 1852年の版でも料金は変っていない。も
っとも，この料金はいわば基準料金で，現実には掲載面，広告の長さ，種類，
支払条件その他によって違ってくる。たとえば 1~2ページは 3~4ページよ
り高かったし，出生，結婚，死亡広告は 3ページにのっても料金は 1ページ並
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みであった。次は1823年の「モーニング・クロニクル』の広告料の例である。
8行（ノンバレル活字） 7シリング
8行以上はすべて 1行につき 6ペンス
雑報（パラグラフ） 1行につき 1シリング
家事使人の募集広告 1件につき 5シリング
出生，結婚および死亡広告 半ギニー(10½シリング）
以上のように， 19世紀前期の広告料はロンドンと地方との違いを別にすれば，
各紙ともほぼ同一水準であったようで，発行部数による料金の格差はほとんど
無かったようである。
世紀後期になると広告主や広告代理店の側からさまざまな要請が強まって，
これまでの出生・死亡， 求人， 競売， 興行案内のようないわゆる「項目別広
告」 (classifiedad.)のほかに，キャッチフレーズを入れたり， イラストや装
飾的活字で目を引くアメリカ風の商業広告， いわゆる「ディスプレー広告」
(display ad.)がとり入れられ，広告料も字数，行数でなく，コラム・インチで
幾らという計算方法が導入されるようになる。世紀後半，「ディスプレー広告」
は徐々に増えて，世紀末には両者の割合はかなり接近していたようである。因
みに全広告に占める「項目別広告」と「ディスプレー広告」の比率は， 1900年
4月4日付の『デイリー・テレグラフ』の場合で59対41, 『デイリー・エクス
プレス」では50対50になっていた。広告料に関連したもう一つの傾向は，広告
代理店が発行部数に注目しだしたことである。しかし，これは新聞側が正しい
発行部数を公表することが前提になる。発行部数を飛躍的に伸ばしていた『デ
イリー・メイル」のノースクリッフはこの風潮に乗って広告料を一挙に引き上
げ， 1896年のコラム・インチ当たりの基準料金8シリングを1904年には40シリ
ング 9ペンスにした。しかし広告料を発行部数にリンクさせる原則の承認は時
機尚早で，当時の新聞業界には受け容れられなかった。
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3 広告代理店の発展
(1) 広告代理店の生誕
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工業生産の発展を反映して，ロンドンのみならず地方の新聞にも広告を望む
企業（広告主）が増加してくると，広告主と新聞を媒介する広告代理店(advertis-
ing agent)の必要性が高まってくる。その結果， 広告主と新聞社との直接取
引はしだいに広告主一広告代理店一新聞社の関係に移っていく。広告主にとっ
て，どの地方のどの新聞に広告を出すのが効果的か，広告のスペースや日取
り，料金の取り決め，それに支払方法（新聞社はふつう広告主に信用取引を認めない）
はどうするか，という問題があり，適切な情報と助言と代行者を求めており，
他方，新聞社にとっても，地元のみならず不案内の地方からも広告を集め，し
かも広告料を確実に受け取るにはどうするか，という悩みがあった。
このような役割を担って， 19世紀前半からロンドンには初歩的な広告代理
店22)が登場してくる。したがって現代のロンドンの広告業者の中には19世紀に
そのルーツをもつ者が多い。彼らパイオニアの出自は多彩で，れっきとした本
屋，印刷屋， コーヒーショップもあれば，（日本の東西屋，チンドン屋に類似した）
「叫び屋」やビラ貼りなどもあって，当初は 'advertisingagent'の肩書をつ
けることを嫌うむきすらあったという。最も古いところではジェイムズ・ホワ
イト，ウィリアム・テイラー，サミュエル・ディーコン，ジョージ・ストリー
トそれに「イギリス近代広告業のバイオニア」チャールズ・ミッチェルなどが
あげられる。ホワイト (1775-1820)は随筆家として有名なチャールズ・ラーム
の友人で，彼にコビー（広告文）を作ってもらうこともあった。 1800年，学校の
会計事務の傍ら「地方新聞の代理業務」や政府が発行する宝くじの広告を手が
けていた。没後は未亡人と息子が彼の経営を継承している。確かな記録が残っ
ている最古の代理店はテイラーでロンドンの中心部に事務所を構えて地方新聞
に広告やニュースを送るとともにコビーを作っており， 1786年， ある新聞に
'Agent to the Country Printers, Booksellers &c.'の広告を出している。
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ストリート家は法学院の近くに事務所をもち，裁判所の事務用品を一手に納入
していた。彼の父は『タイムズ』の会計主任をしていた関係から『タイムズ」
その他の新聞の広告を扱ってコミッションを稼いでいた。ジョージは父の許を
離れて広告代理店に勤めたあと1859年に独立して弟とともに広告代理店を開業
し， 1860年代には彼も独自の業界人名録 Street'sIndian and Colonial Mer-
cantile Directoryを創刊して確固たる地歩を築いていた。「勇気と勤勉」が彼
のモットー。 1870年頃ニューヨークに支店を設け，海外経済通として英帝国各
地の新聞業界から厚い信頼をうける。事業は大成功を収め，郊外に大邸宅をも
つカントリー・ジェントルマンとなる。
(2) イギリス近代広告業のパイオニアーーチャールズ・ミッチェル
19世紀前期，ロンドンを中心に多様なルートを通って台頭してきた多数の初
歩的な広告代理店の中で「近代広告業のバイオニア」となり，広告業の社会的
地位を高め，尊敬される専門職への最初の一里塚を建てたのはチャールズ・ミ
ッチェル23)であった。ミッチェルはマンチェスクーの出身で，『マンチェスタ
ー・クーリアー』紙の事務見習としてスタートしたが，のちに抜擢されて同社
のロンドン代理店となる。まだ鉄道がつく前のことで，彼はロンドンーマンチ
ェスクー間を郵便馬車で忙しく往復して仕事をこなしていた。多くの広告代理
店がそうであったように，彼も新聞代理店（ニュースペーパー・エージェント）の長
い経験を経たのち1836年，ロンドンに広告代理店 Townand Country Ad-
vertising Agentを出した。
ミッチェルが活躍した1830年代， 40年代のイギリスは鉄道建設の盛んな時代
で，多くの新聞代理店が， ミッチェルと同じように，広告業に手を拡げた。彼
らは広告主であるロンドンのビジネスマンのために全国の新聞一覧表を作って
発行所，発行日，政治的スタンス，発行部数，紙面の広告数などの情報を提供
して重宝がられた。ミッチェルの場合，他方で小さな出版社を兼営して家庭向
けの本を出していたのでロンドンの出版界に知友をもっていた。彼は常に地方
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新聞の編集者と連絡を密にして丹念にデータを集め， 地方の文芸協会， 取引
所，読書クラプ，図書館，学校，主要教職員の住所録を作製して出版社から好
評をうけていた。ビジネスの世界でミッチェルの名声を一段と高めたのは1846
年，全国の新聞社に献呈された『新聞名鑑』 (NewspaperPress Directory)の初
版である。本書は 8折版， 474ページもある分厚いもので， ブリテンとアイル
ランドで発行されている総べての新聞雑誌の詳細で，政治色，関心分野，流通
範囲，住所，価格および「事業経営者の利益を増進し，広告主の最適メディア
の選択に役立つ」その他の情報，それに付録として各新聞社の広告と，編簗者
ミッチェル自身の見解をのせていた。本書の完成に彼が並なみならぬ努力を払
ったことは，「著者と発行者は……本書を模倣し， 盗用し， 著作権を侵害する
者に対しては，何人であれ，その程度の如何をとわず告訴する」24) という警告
からもうかがえる。
ミッチェルの新聞名鑑は新聞界における広告代理店の立場を正当化しようと
する最初の試みであった。彼は「広告代理店の法的地位と関係」と題する章の
中でフ゜ロフェッションとしての広告代理店の立場を強調した。当時，地方新聞
に広告を回していたロンドンの広告業者は，ほんの一握りの最大手以外は，す
べて新聞社側と広告主側の双方から不信の目で見られており，それぞれが広告
代理店を相手側の代理人だと思い込んでいた。極端な場合，代理店はビジネス
の社会に寄生する信用のおけない人物であり，利を貪るあくどい人物と見られ
がちであった。ことに広告主の代理店に対する不信感，警戒感には根深いもの
があった。代理店は単に新聞社側を代表するだけで，最も多くの手数料を払っ
てくれる新聞社に広告を回しているにすぎないのではないか。代理店のサービ
スは決してフェアではない。広告主にとって有利かどうかではなく，代理店に
とって有利な特定の新聞を奨めているのだ—一ー製造業者の間では19世紀末まで
こんな不安が消えなかった。
以上のように，当時の広告代理店に対する産業界の評価は低い。ミッチェル
はこのような芳しくない世評を覆すために，広告代理店が必要不可欠の存在で
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あることを力説し，「代理店なしには地方新聞の経営は不可能であろう」とま
で言っている。未だ大規模の全国紙が育っていなかった時代には，製品の全国
的なキャンペーンを展開しようとすれば，製造業者は地方新聞に依存せざるを
えなかったであろうし，かりに最適のメディアの所在を知っていたとしても，
シンプルな広告一つのために， 100を超える新聞社と個別に交渉せざるをえな
い。そんなとき情報をもっているロンドンの広告代理店を利用することが，ぃ
かに便利であるかは自明であろう。「まだ多くのビジネスマンが広告費は高い
もの，不要なものと思い込んでいた時代には，代理店の存在は新聞側にとって
も有益で，新しい広告主一人ひとりについて，その信用度，支払能力，信頼性
をチェックする煩わしさや繁雑な事務から救われるし，広告料を取り立てるた
めに専属の集金人を置く必要もない。
広告代理店が世間で疑惑をもたれる原因の一つは「アドヴァタイジング・エ
ージェント」という呼び方の曖昧さにある。「この言葉の意味は単に広告業を
営んでいる」というだけのことで， 他人のためにしている， ということでは
ない。定評のある代理店の主要な機能は，広告主に利用可能なメディアについ
ての助言をすることと，広告主の目的に合った最適のメディアを選択すること
である。したがって特定の新聞または新聞グループのための代理店にはなりえ
ないのだ。「代理店が自分の主人(principal)を選択するのではない」から。広告
代理店はれっきとした独立の職業であらねばならない，とするミッチェルの主
張は，広告人の社会的地位を高め，将来，尊敬され信頼される専門職への道を
示す最初の道標であった。
ところで代理店の主要な機能とされているメディアの選択にあたって， ミッ
チェルは考慮すべき点として「メディアが対象とする社会層，メディアが配布
される町，そしてメディアが支持している利益グループの 3点をあげている。
ここで注目したいのは第 1の読者層に関するコメントで， ミッチェルの見解で
は，広告主にとっては発行部数の大小よりも，むしろ読者の社会層を重視すべ
きだという。新聞は50年この方発行部数を競ってきたが，広告主の方では公称
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部数などほとんど信用していないし，時には無視している。「最大の発行部数
を誇っている幾つかの新聞など広告主には見向きもされない。というのもそれ
らの新聞の読者層はほとんど購買には結びついていないからだ。」彼によれば
「富裕層や上品な社会層の住む地区，家庭や炉辺でゆっくり新聞を読んでくれ
そうな家庭が多い地区，近くに新聞閲覧室や図書館をもっている地区，でよく
読まれているような新聞は発行部数がたとえ2,000部であっても，主に旅館や
パプとかビールショップでしか読まれていない4,000部を出している新聞より
も優れている」という。時間的にゆとりのある人は広告欄に目を通してくれる
人であり，パプの読者は最近のニュースだけ，といういささか大胆な比較対象
が面白い。
因みにミッチェルは創業から15年目にあたる1851年の誕生日に，ロンドン市
庁舎で新聞編集者約200人から170ポンドもする銀の茶道具セットを贈呈されて
いる。顧客からこんな高価なギフトを受けることは企業史上珍らしいことで，
ミッチェルの信望の高さを象徴している。それから 5年後， ミッチェルの没後
に出た『新聞名鑑」の1856年版（最終版）には有力新聞社主の次のような言葉が
引用されている。「最近は広告が多くなったし，現にますます増えている。「広
告代理店」も以前に比べるとずっと実業人らしくなってきた。…•••これから先
重要なことは，信用を重んずる高楔な人間だけが新聞社に認められるというこ
とだ。」またこの版にはミッチェルの「広告の哲学」と題するエッセーが載っ
ていて，コビーの作り方，発行部数と質の問題，市場分析の 3点がとりあげら
れている。イギリス広告業界にも微かながら近代化への兆候がみえはじめた。
(3) 19世紀後期の広告代理店
19世紀後半，とくに1880年代以降，広告メディアとしての大衆新聞の偉力，
需要を上回る消費財生産の増大，それによる企業間競争の激化，すすむ日用品
のプランド化等を背景に広告量が増大してくると，広告代理店もロンドンを中
心に増えてきた。といってもその正確な数は分からない。というのも街角の新
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聞売りまで広告代理店を自称しているありさまで，定義のしようがなかったか
らである。ロンドン在住の一流アメリカ広告マン，ポール・デリックが1907年
に述べたところによると，その名に値するのは36店ほどという。彼によれば，
広告代理店と称するものは336店あったが，「そのリストを仔細に検討してみる
と，近代的概念では336店のうち300店は広告代理店とは考えられないことが分
かる。残る 36店もその大半は水面下の300店よりほんのわずか優れているだけ
で，広告専門業者というよりは広告スペースを売買するプローカーといったと
ころである。彼らの主たる関心は広告主のニーズを研究することより，スペー
スを売ることにあった。」25) またロンドンの広告代理店の多くは印刷業，製造
業，販売業，弁護士など他の商売を兼業していたし，地方のそれは広告を取り
次ぐ文房具店，新聞代理店に近いものが多かったようである。経営の規模もさ
まざまで，ロンドンの大手の代理店になると数十人ないし 100人の社員と若干
の使い走りを雇っていたが，他方には数人の事務員とタイビストしかいない零
細経営もあった。多数の「エキスパートの事務員，意匠図案家，彫版師，広告
専門家」を抱える大手のマザー・アンド・クロウザー社(1850年創業）の1888年
の売上高は20,000ポンドであったが， 1903年には201,000ボンドに伸びてお
り， 1896年には2人の共同経営（パートナーシップ）から資本金20,000ポンドの
会社形態に切り替えている。また1899年4月22日~5月6日「ナイアガラ瀑布
広告博」ー一実質的にヨーロッパにおける最初の広告博覧会一ーがロンドンで
開催されたが，これを主催した大手代理店S.H.ベンソン商会は，当時男子65
人，女子2人，少年11人を雇用していた26)0 
代理店はふつう新聞社から広告取扱高の一定割合，たとえば10-15彩，を手
数料として受け取っていたが，世紀末四半世紀，一部の有力代理店では自分の
勘定で予め大口に仕入れておいたスペースを積極的に得意先企業（クライアン
ト）に売り込んだり，他の代理店に再販するようになっていた。 これは特定の
新聞・雑誌社の広告スペースを一手に独占する契約を結ぶとか，各メディアの
ベスト・スペースを特別に安い割引料金で大口の買取契約を結ぶ方式で「ファ
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ミーング」27) と呼ばれた。代理店は新聞社と契約した料金とクライアントに請
求する料金の差額分が儲けになり，一方，新聞・雑誌社はスペース販売の責任
から解放される利点がある。たとえば1880年代末に人気を集めた週刊紙『アン
サーズ』の発行者，青年アルフレッド・ハームスワースと，その広告を一手に
扱ったプラウン商会の関係がそうである。有力代理店が新聞・雑誌社と契約を
結ぶさい，長期に大口の広告スペースを大幅の割引料金で特約するケースが増
えてくると，彼らはライバルよりも一段と優位に立つことになり，クライアン
トに対するリベートが可能になる。広告業界における競争の激化がもたらした
新たな課題の一つは，このリベートの問題であった。
(4) 大手代理店の顧客
広告代理店，とくにロンドンの大手代理店はどんな広告主をクライアントと
していたか。業種によっては伝統的に代理店を通さず直接メディアと取引する
こともあった。ふつぅの小売業，出版社，劇場，慈善事業，教育機関などがそ
うであるが，広告ビジネス全体からみればさほど重要ではなかった。 20世紀初
頭，ある広告業者は次のようにいっている。「全ビジネスのおよそ10分の 9は
広告代理店を介している。代理店は日刊新聞にのるビジネスの殆んどすべてを
扱っている。月刊誌の場合は広告主から直接注文をうけることは少ない。また
絵入り週刊誌の広告は約25%が代理店の手を通さずになされている。28)」
大手代理店の顧客リストをみると，主要な消費財メーカーがずらりと顔をそ
ろえていて，消費財のマス・マーケットの成立を裏書きしており，ポラードの
ようにそれを「消費社会」と呼ぶかどうかは別にして， 19世紀末のイギリスが
いかに高い消費水準にあったかを如実に示している。
サミュエル・ディーコン社 (1887)一ーメリンズ・フード（乳児用栄養食），プレ
イヤースのクバコ，コルマンの調味料，キャドベリーのココア，フライの
ココア，ライトの石鹸，ビアーズ，ストレインジのクリスタル・オイル。
某広告代理店 (1889)一―-キャドベリー，ラウントリー（ココア），ヴァン・ホ
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ーテン，ボヴリル（牛肉ブイヨン）， リー ビッヒ（牛肉エキス）。
S.H. ベンソン社(1901)一ーボヴリル，ラウントリー，エドワード（スープ），
コルマン（澱粉），ラゼンビー （スー プ），アイボリ（石鹸）。
マザー・アンド・クロウザー社 (1884~1904)ーーメリンズ・フード，アイビ
一石鹸， ビーナス石鹸，ボンド石鹸，プレイヤーのゴールドリーフ・タバ
コ，フライのココア，クラークのカールトン・クバコ，ヴァン・ホーテン
のココア，プッシュミルのアイリッシュ・ビュア・モルト・ウイスキー，
デュアのホワイト・ラベル・ウイスキー，ホワイトウェイのサイダー，ス
トウアーのライムジュース，ロバート・プラウンのスコッチウイスキー，
ジョン・ノーブルの不断着用フロック，ウルジーのウール下着，ロイヤル
・ウースターのアメリカン・コルセット，クラークのアンモニア， ョー ク
シャー・レリッシュ償琺）， マッキントッシュのクリーム・クフィー，
H. サミュエルの高級時計，「エヴァレディ」懐中電灯，マザーシーゲルの
シロップ， ドククー・ロバートの家庭薬， エスバンクのじゅうたん掃除
器，ラッジホイットワースの自転車。
なお大手代理店にとっては有名企業のほか，政府各省庁も常に重要なクライ
アントであったが，ここでは立ち入らない。
4 大広告主一一19世紀末
広告代理店がロンドンを中心に急成長を遂げた19世紀末四半世紀，いわゆる
「大不況期」は，企業間の競争が激化する時期であり，広告費支出が急増した
時期であった。その当時，広告費の大きいことでは薬，石鹸，タバコの業界が
有名であった。たとえば製薬業ではビーチャムの1884年の広告費が22,000ポン
ド， 1891年には 120,000ポンド，ホロウェイでは1855年が30,000ポンド，死去
した1883年には50,000ポンドになっていた。石鹸では， 1865年にビアズのパー
トナーになったバラットは，以前は年間80ボンドにすぎなかった広告費を一挙
に引き上げ， 1892年に公募の株式会社に改組した頃には80,000ポンドに達して
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いた。 1875年から「サンライト石鹸」の宣伝に乗り出したリーバ社は20年間に
約200万ボンドの広告費を投じていたという。プランド商品のシェア競争にシ
ノギを削ったもう一つの業界はタバコである。 1879年までに20以上のブランド
を売り出していたウィルズ社（ブリストル）では， 1871年と1880年の間に売り上
げを約95万ポンド（重量）から289万ボンドヘ 3倍に伸ばしたが，広告費は800ボ
ンドから 2,400ボンドに増えたにすぎない。 ところが紙巻タバコの量産技術が
普及し競争が激しくなる世紀末には，ブランド毎に巨額の広告費を注ぎ込んで
おり， 1897年「ダイアモンド・クイーン」タバコをバーミンガムとリヴァプー
ルで売り込むために 2,000ボンド， 1898年「ゴールド・フレーク」タバコに
5,000ボンド， 1900年「キャプスタン」タバコに4,000ボンドを投じている。
一社が広告宣伝の力で売り上げを伸ばせば，他社も直ちにそれに倣う。ジョン
・プレイヤー社（ノッティンガム）も1898年には年間20,000ポンドを，オグダン社
（リヴァプール）も同年の報告によると，数年の間に 100,000ポンドを超える広
告費を使っていたという。
19世紀末期，広告に対する姿勢が大きく変った分野に小売業界がある29)。ロ
ンドンの婦人向けファッション商品の老舗，スワン・アンド・エドガーは1896
年 5月に創刊された大衆紙『ディリー・メイル』の第 1号の第 1面に広告をの
せている。女性はすでに新聞の重要な読者になっていたからである。しかしこ
の分野で最も注目すべき広告主は「デパートメント・ストア」ー一既製服その
他の衣料品，カーテン，カーペット，家庭用品を扱う大型店一ーで，夏冬のバ
ーゲンセールの大広告が衆目を集めた。パリのボン・マルシェ (1852), ニュー
ヨークのメーシー(1860頃）に続いてロンドンでも1863年にホワイトリー (1831~
1907)がヒ゜ンから象まで何でも売っている「よろず屋」 (UniversalProvider)を
開き，女王一家の愛顧をうけるようになる。ホワイトリーは威厳を誇示するた
めか，新聞広告は一切出さないと公言していたが，一方では編集者にとり入っ
て，彼自身の個性や行動をニュースの形で宣伝してもらっている。彼は記事の
中にさりげなく隠し広告を入れてもらう巧妙な宣伝技法を考え出した最初の一
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人とみられている。ほぼ同じ頃，オックスフォード街に開店したジョン・ルイ
ス(1836~1928)も「正直，幅広い品揃え，正札，値打ちのある商品の提供」を
経営方針とし終生広告を出さなかったし， 1894年に開店したボーン・ホリング
ワースも広告嫌いで通っていた。
逆に広告宣伝に積極的であったのはハロッズ(Harrods)のR.バービッジ(1847
~1917)30'で， 彼は 1894年， 『デイリー・テレグラフ』に全ページの大広告を
出している。デパート広告の流れに大きな変化をもたらしたのはアメリカ人実
業家ハリー・ゴードン・セルフリッジ(1858~1947)による同デパート (Selfridge
& Co. Ltd.) の開店広告かもしれないSI)。オックスフォード街に進出したセル
フリッジはイギリス最大を誇る「マンモス・ストア」で売場部門 130, 従業員
1,800人。 1909年 3月15日の開店祝いに費やした広告費は約34,000ポンド。ち
ょうどハロッズ創業60周年の記念行事と重なったが，その宣伝方法はスケール
と豪華さにおいて対照的であった。セルフリッジは開店祝いの 1週間，ロンド
ンの全日刊紙に全面広告を出したほか，一部の地方と海外の新聞にも広告して
おり，文章に画や風刺漫画を組み合わせた新聞広告は合わせて97ページに及ん
だ。紙面の漫画は彼の経営指針である正直，真実，真価，進歩，威厳，自由，
礼儀創造を，それを代表する古典的人物に托してアビールしたもので，それ
を画くために大勢の画家が動員された。ロンドンの新名所を一目見ようと地方
から押しかけたお上りさんで，開店前夜のロンドンのホテルはどこも予約でふ
さがり，その週は「ロンドン最大の特別ショッビング・ウイーク」になった。
店の周りには60人の警官が出て整理に当ったという。セルフリッジの大胆すぎ
た宣伝方法に不安を募らせた小売業界は，ロンドン小売業の「アメリカナイゼ
ーション」として一斉に批判の声を上げたが， セルフリッズはひるまなかっ
た。広告紙「アドヴァタイジング・ワールド』はセルフリッジが紙面に新しい
活力を注入したことを歓迎し祝意を表するとともに，ライバルの非難を「数人
の子供が侵入してくる大軍を阻止するに等しい」と評している。
次にプランド商品の大規模広告を武器とする激しい市場争奪戦について，石
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鹸戦争32)とタバコ戦争の二つの例をあげてみよう。いずれも世紀末期の過剰生
産がその背景をなしており，世紀転換期にみられた企業合同の波はその激戦の
結果である。
石鹸戦争
大手石鹸メーカーの巨大な広告費はつとに有名であったが，広告費の大きさ
は不況の深刻さの表現であった。広告宣伝によって市場はさらに拡大するだろ
うか。イギリス人が奇麗好きで身体をよく洗うことはジョークになるほで有名
になっていたから，さらに石鹸市場を拡げることは容易なことではない。各メ
ーカーがさらに売り上げを伸ばそうとすればプランドの宣伝によって互いに他
のメーカーのシェアを奪うしかない。リーバ社が巨大な広告費をバックに「サ
ンライト石鹸」を売り込んできたときから多くの疑問がもたれ始めた。競争に
よって石鹸はさらに安くなるだろうか，膨大な広告費は浪費ではないかと。そ
こでリーバは他の大手メーカーに合同を呼びかけ， 1906年「石鹸トラスト」の
形成を画策した。しかし，ビアズその他の大手メーカーは同調しなかった。一
方， トラスト形成を知った『デイリー・ミラー』と「デイリー・メイル」は品
質の低下，独占的高価格，雇用の減少を招くとして反トラストのキャンペーン
を展開し，遂に計画の打破に成功した。もっとも，攻撃したノースクリッフ卿
もこの年は141,000ポンドの広告収入を失うという痛手をこうむっている。
タバコ戦争
アメリカ人 J.ボンザックが 1分間に 300本という高性能の巻タバコ製造機
を開発し， 1881年に米英両国で特許をとっていたが，イギリスでは1883年にウ
ィルズ社がその独占使用権を買い取っていた。各メーカーはブランドのシェア
競争にしのぎを削り，駅に街頭にクバコのポスクーを氾濫させたが，世紀交替
期にはタバコ王デュークを中心とするアメリカ巻クバコの競争がそれに拍車を
かけた。大量生産技術をバックにアメリカン・クバコ社がオグダン社の経営を
買収してイギリス市場に侵出，紙巻クバコの現地生産を企図したのである。ク
バコ戦争は広告戦争でもあった。アメリカタバコの侵略に危機感をつのらせた
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アメリカの競争に刺激されたゴドフリー・フィリップス社の4
ページ広告。その第1ページ (1901年11月12日の「スター 』）。
ロンドンのあるタバコメーカーは夕刊紙『スター』に 8ページという途方もな
い大広告を申し入れた。申し込みは断られたが 4ページにわたる大広告が1901
年11月に出た。日＜，「世界記録.1社4ページ」「全世界の夕刊紙上，最高額
の巨大にして説得的な広告」「最も高い広告と最も安いタバコ」「5本で 1ペニ
ー」，そして広告の一番下の部分に乾盃する 2人の紳士の図柄とともに「ヤンキ
ーのだましに乗せられず，ー服吹うてジョンプルをサポートしよう」と，小活
字ながらナショナリズムむき出しの過激な言葉を入れている。続いて12年 2月
の各紙には「イギリス国民へ」という見出しでインペリアル・タバコ会社設立
の全面広告がのった。インペリア・タバコ会社 (ImperialTobacco Co. Ltd.), 
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インペリアル・タバコ会社の設立を公表した最初の広告
(1901年12月2日）
（出所） B. W. E. Alford, W. D. & H. 0. Wills and the Development 
of the U. K. Tobacco Industry 1786-1965, 1973. 
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それはアメリカン・タバコ社の攻勢を撃破するために，ウィルズ社を中心に大
手13社が統合したもので，資本金120万ボンドを有するイギリス最大の株式会
社であった。同社は次のように訴えている。「禁止的高関税で自国市場からイ
ギリス製品を締め出したアメリカ人は，イギリスのタバコ産業を独占すると宣
言した。」皆さん，イギリスの労働，資本， 商業をアメリカ独占資本の支配に
ゆだねてよいでしょうか。インペリアル・タバコ社の設立の目的は「喫煙家の
皆さんに品質優秀で，しかも専らイギリスの労働と資本で生産されたシガレッ
トとタバコを供給することであります。」結局， 両社は妥協し， アメリカン・
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タバコ社は英帝国市場から手を引くことになる。
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